
はじめに

育児中の母親を取り巻く環境は近年大きく変化してお

り，様々な要因が影響して育児不安など，育児を困難と

感じている母親は増えている．１９８０年代には，育児不安

という言葉が普及し，その要因についての研究が多く報

告されている．育児不安の程度や内容の違いには，育児

や育児中に起こる現象について，母親自身がどのように

とらえているかが影響している．そのとらえ方には，母

親自身のパーソナリティや自我状態の与える影響が大き

いと考えられる．

母性性に関する研究１，２）によると，母性性を母親のパー

ソナリティの一部としており，母性性は自我状態の NP

（養育的親）としている．また，自我状態は常に同じで

はなく，様々な生活状況によって影響を受けることから，

育児中の母親の自我状態を知ることで，育児不安の指標

になるのではないかと考えた．そして，パーソナリティ

を分析する方法としては，交流分析３～５）における自我構

造の分析が普及していることから，本研究では，母親の

パーソナリティを，自我状態の発達をあらわすエゴグラ

ムを用いることとした．

先行研究では，育児不安と母親の性格特性（パーソナ

リティ）との関連について，不安傾向が高い母親は育児

不安が高いと６）報告されている．しかし，乳幼児をもつ

母親の育児不安と自我状態との関連については，児の発

達段階別に調査したものは見あたらなかった．

母親自身が育児中の自分自身をどのようにとらえてい

るかについて，児の発達段階による影響も考慮し，自我

状態から分析し明らかにすることは，乳幼児を養育中の

母親への育児支援のあり方を検討する上で，意義が高い

と考え本研究を行った．

目 的

児の発達段階（乳児と幼児）における，母親の自我状

態の特徴を明らかにし，育児不安との関連について分析

原 著

乳幼児をもつ母親の育児不安と自我状態
－乳児期と幼児期の比較を通じて－

山 下 美 称
高松市保健所

要 旨 本研究の目的は，乳幼児を養育中の母親の育児不安について，児の発達段階（乳児と幼児）と

母親の自我状態との関連性について明らかにし，育児不安の軽減をはじめとした，育児支援のあり方に

ついて検討することである．乳幼児を養育中の母親２５４名を対象に質問紙による「育児に関する意識調

査」を実施し，２２５名の有効回答を得た．分析の結果，以下のことが明らかになった．１）母親の育児

不安は，乳児期よりも幼児期に強くなる．２）育児不安と自我状態の関連では，育児不安が強い母親は，

AC（順応した子どもの自我）のエネルギーが高く，ACに反応が偏り，他の自我が抑圧される傾向が

みられた．基本的構えでは，「自己否定・他者肯定」「自他否定」の立場をとり，自分自身を肯定的にと

らえられず自分に自信がないものと考えられた．

以上のことから，育児支援は，児の発達段階に応じた関わりと，母親が自分自身に自信が持てるよう

な支援が重要である．

キーワード：育児不安，自我状態，母親

２００３年２月２０日受理
別刷請求先：山下美称，〒７６０‐００７４香川県高松市桜町
一丁目９番１２号 高松市保健所

J Nurs Invest Vol．１，No．１：１０－１８，２００３１０



する．

研究方法

１．調査対象および期間

地方都市の乳幼児を養育中の母親２５４名を対象に，２００１

年７月～９月にかけて質問紙による「育児に関する意識

調査」を実施した．乳児または幼児を養育中の母親を対

象にしたのは，児の発達段階において，乳児と幼児では，

児との相互作用の過程で母親の養育態度や意識に変化が

生じると考えられるためである．また，２人以上の乳幼

児をもつ母親については，末子の発達段階を調査の対象

とした．

２．データー収集法

１）質問紙，無記名自己記入法

２）プレテスト：２００１年７月上旬に A市乳児相談に来

所した乳幼児を養育中の母親１４名を対象に，質問紙によ

る「育児に関する意識調査」，および聞き取り調査を実

施した．

３．倫理的配慮

施設側には，調査依頼時に，調査目的，調査内容につ

いて説明し同意を得た．調査対象者には，口頭にて研究

の主旨を説明し，納得し同意の得られた方に質問紙記入

を依頼した．そして，「無記名にて実施すること．また，

本調査は強制ではないため，回答しにくい質問項目につ

いては無記入でもよい．結果は研究目的以外には使用し

ない．」ことも追加した．

４．調査内容

１）質問項目は，基本的属性（母親自身の要因，乳幼児

の要因，家族背景），育児不安，自我状態である．

２）用語の定義

①育児不安：子どもや子育てに対する蓄積された漠然と

した脅威を含む情緒の状態．日々の育児行為の中で生じ

る，持続し蓄積された不安の状態のことであり，無気力

感や疲労感または，育児意欲の低下などの情緒や態度と

して行動に表出するものとした．

②自我状態：米国の精神科医 E．Berneによって創始さ

れた交流分析の基本的な考え方である，親的な自我（P），

大人の自我（A），幼児的な自我（C）が存在している．

自我状態とは，思考・感情・行動パターンを包括したも

のであり，「交流分析」の構造分析によって，人の行動

パターンや性格傾向を分析する．

③基本的構え：自分と相手に対する基本的な構えを人生

の立場と呼ぶ．基本的構えには，「自他肯定」「自己肯定・

他者否定」「自己否定・他者肯定」「自他否定」の４つの

立場がある（以下，自他肯定，自肯・他否，自否・他肯，

自他否定とする）．自分がどの立場にいるのか，そして，

相手がどの立場にいるのかを振り返ることで，お互いを

理解して交流の問題点を探ることが可能になる．

３）調査方法

①育児不安

母親の育児不安の測定には，牧野（１９８２）の育児不安

測定尺度７）を用いた．牧野は育児に関する不安徴候とし

て，一般的疲労感，一般的気力の低下，イライラの状態，

育児不安徴候，育児意欲の低下の５つの特性を取り上げ，

育児不安尺度を作成している．この尺度は疲労徴候を含

んでいること，育児不安は母親自身の心身の疲労も影響

があると考えられ，母親の育児不安を測定する指標とし

て使用した．

質問紙は，５因子１４項目から構成されており，ネガティ

ブな意識の８項目とポジティブな意識６項目からなる．

回答は，ネガティブな意識については，「よくある」を

４点，「時々ある」３点，「ほとんどない」２点，「全く

ない」１点とし，ポジティブな意識についての項目は反

転させて採点するため，得点範囲は１４～５６点となり，得

点が高いほど育児不安が高いことを示す．当調査におけ

る育児不安尺度１４項目の Chronbach �係数は，０．７６で

あった．

②自我状態

母親の自我状態の測定には，信頼性と妥当性をともに

検証されている東大式エゴグラム（新版 TEG№８１５）４）

を用いた．エゴグラムは，５つの自我尺度－CP（Critical

Parent批判的な親の自我），NP（Nurturing Parent養

育的親の自我），A（Adult大人の自我），FC（Free Child

自由な子どもの自我），AC（Adapted Child順応した子

どもの自我状態）－からなり，それぞれの項目は１０項目，

各得点は０～２点で採点される．本研究では得点を，CP，

NP，A，FC，ACの自我尺度の平均パーセントタイル

値に換算した値から，乳幼児別に母親の自我状態のエゴ

グラムパターンを検討した．
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③基本的構え

自我状態のエゴグラムパターンから，CP＜NPを他者

肯定，CP＞NPを他者否定，FC＞ACを自己肯定，FC＜

ACを自己否定．その結果から，「自他肯定」「自己肯定・

他者否定」「自己否定・他者肯定」「自他否定」の４つの

立場を検討した．

５．分析方法

児の発達段階別に母親の育児不安と自我状態の関連に

ついて分析した．

育児不安と自我尺度との関連については，育児不安平

均得点±１SDを基準にして，－１SD以下を低得点群，

＋１SD以上を高得点群，１SDの範囲内を中得点群と

し３群に分け，自我状態との関連を分析した．

統計処理には，統計ソフトとして HALBAU for

Windows Version５．１を用い解析した．有意水準は５％

に設定した．

結 果

調査票の回収は２３９名（９４．１％）であり，有効回答は

２２５名（８８．６％）であった．本調査では，この２２５名を分

析の対象とした．児の平均年齢±SD（標準偏差）は，

全体では１４．８±１４．２カ月，乳児群５．７±３．１カ月，幼児群

２９．７±１２．８カ月であった．

１．対象の属性（表１）

１）母親の基礎的情報

①母親の平均年齢：乳幼児を養育中の母親２２５名中，乳

児を養育中の母親（以下，乳児群）１４０名の平均年齢は

３０．７±３．７歳．幼児を養育中の母親（以下，幼児群）８５

名の平均年齢は３０．８±３．８歳であった．

②母親の就業状況：就業している母親の割合は，２２５名

中９８名（４３．６％）であったが，乳児群（３３．６％）よりも，

幼児群（６０．０％）のほうが就業している母親の割合が高

かった．

③母親の学歴：高校卒業までは７５名（３３．３％），それ以

上は１５０名（６６．７％）であり，乳幼児群ともに，それ以

上の割合が高かった．

④家族背景：核家族１８６名（８２．７％），複合家族３９名

（１７．３％）と核家族が著しく多い．乳児群では，核家族

が８９．３％であるが，幼児群では７１．８％であった．

２）児の基礎的情報

①児の出生順位：第１子が１３３名（５９．１％），第２子以上

が９２名（４０．９％）であった．乳児群（６２．９％）のほうが，

第１子の占める割合が幼児群（５２．９％）に比べて高かっ

た．

②児の育てやすさ：「手がかからない」は３２名（１４．２％），

「ふつう」は１３５名（６０．０％），「手がかかる」は５８名

（２５．８％）であった．「手がかかる」では，乳児群（３０．７％）

が幼児群（１７．６％）に比べて多かった．

２．乳幼児をもつ母親の育児不安

１）育児不安の得点分布（図１）

乳幼児全体の育児不安得点は，２３～４９点までの間に分

布し，平均値３４．９±４．７点であった．乳児群の育児不安

得点は，２３～４７点までの間に分布し，平均値３４．４±４．５

点であった．幼児群の育児不安得点は，２５～４９点の間に

分布しており，平均値は３５．８±４．８点であった．

２）育児不安因子別・群別平均得点（表２）

乳児群と幼児群の各因子間の平均得点では，５因子の

うち，「気力の低下」の因子以外は幼児群の平均得点が

高かった．有意差がみられた因子は「イライラの状態」

であり，幼児群が乳児群に比べて有意に高かった（p＜

０．００１）．合計平均得点についても有意差がみられ，幼児

群が乳児群に比べて得点が高かった（p＜０．０５）．

表１．対象の属性
人（％）

乳児群
（n＝１４０）

幼児群
（n＝８５）

全体
（n＝２２５）

母親の平均年齢±SD（歳） ３０．７±３．７ ３０．８±３．８ ３０．８±３．７

母親の就業状況
共働き
専業主婦

４７（３３．６）
９３（６６．４）

５１（６０．０）
３４（４０．０）

９８（４３．６）
１２７（５６．４）

母親の学歴
高校卒業まで
それ以上

４３（３０．７）
９７（６９．３）

３２（３７．６）
５３（６２．４）

７５（３３．３）
１５０（６６．７）

児の平均年齢±SD（ヶ月） ５．７±３．１２９．７±１２．８１４．８±１４．２

児の出生順位
第１子
第２子以上

８８（６２．９）
５２（３７．１）

４５（５２．９）
４０（４７．１）

１３３（５９．１）
９２（４０．９）

家族形態
核家族
複合家族

１２５（８９．３）
１５（１０．７）

６１（７１．８）
２４（２８．２）

１８６（８２．７）
３９（１７．３）

児の育てやすさ
手がかからない
ふつう
手がかかる

１７（１２．１）
８０（５７．１）
４３（３０．７）

１５（１７．６）
５５（６４．７）
１５（１７．６）

３２（１４．２）
１３５（６０．０）
５８（２５．８）
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３．育児不安と自我状態の関連

１）育児不安とエゴグラムパターン

①乳幼児全体について（図２）

育児不安の低得点群では，パーセンタイル値の高い順

に，FC，A，NP，CP，ACであり，高い FC（８５％以

上）と低い AC（３０％以下）が特徴的な FC優位の AC

低位型であった．中得点群では，FC，CP，AC，NP，

Aの順であり，その中でも FCがどの値よりも高く，若

干 Aが低い逆 N型であった．高得点群では，AC，FC，

A，NP，CPの順で AC優位の CP低位型を示した．

全体では，低得点群のそれぞれの自我尺度のパーセン

タイル値は，ACを除いて中得点群，高得点群のどの自

我尺度よりも高い傾向があり，育児不安得点が高くなる

につれてパーセンタイル値が低くなる傾向がみられた．

反対に，AC尺度については，育児不安が高くなるにつ

れてパーセンタイル値も高くなる傾向がみられた．

②乳児群について（図３）

低得点群では，パーセンタイル値の高い順に，FC，A，

NP，CP，ACであり，高い FC（８５％）と低い AC（２５％）

を示す FC優位の AC低位型であった．中得点群では，

FC，AC，CP，NP，Aの順であり，FCが高く，Aの

低い逆 N型を示した．高得点群では，AC，FC，A，CP，

NPの順で，AC優位の NP低位型であった．育児不安

得点が高いほど，ACを除き，それぞれの自我尺度のパー

センタイル値が低くなる傾向がみられた．

③幼児群について（図４）

低得点群では，パーセンタイル値の高い順に，FC，

NP，A，CP，ACであり，FCと NPが７５％以上のM

型であった．中得点群では，AC，FC，A，NP，CPの

順であった．高得点群では，AC，NP，A，CP，FCの

順であり，ACが高く，FCの低い N型であった．低得

点群のそれぞれの自我尺度のパーセンタイル値が ACを

除いて，中・高得点群のどの自我尺度よりも高く，AC

は，育児不安得点が高くなるにつれてパーセンタイル値

が低くなる傾向がみられた．

２）育児不安と自我状態の平均値との関係

３群に分けた育児不安得点と各自我得点の平均得点と

の関係を表３に示した．

乳幼児全体では，育児不安の高低により有意差を認め

る自我尺度は，CPと NP，FC，ACであった．特に FC

と ACにおいては，低得点群と中得点群，低得点群と高

得点群に有意差（p＜０．０１）がみられた．CP，NP，FC

表２．育児不安因子別・群別平均得点
（点±SD）

乳児群
（n＝１４０）

幼児群
（n＝８５）

全体
（n＝２２５）

乳幼児間
の有意差

疲労感（２項目） ５．４±１．１ ５．６±１．０ ５．４±１．１

気力の低下（２項目） ５．２±０．９ ５．１±１．０ ５．１±１．０

イライラの状態（２項目） ４．６±１．３ ５．２±１．１ ４．８±１．３ ＊＊＊

育児不安徴候（４項目） １０．３±１．６ １０．７±１．７ １０．４±１．７

育児意欲の低下（４項目） ９．０±２．０ ９．３±２．２ ９．１±２．１

合計（１４項目） ３４．４±４．５ ３５．８±４．８ ３４．９±４．７ ＊

t検定＊p＜０．０５ ＊＊＊p＜０．００１

図１．育児不安得点度数分布
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では，低得点群の得点が高く，ACは高得点群の得点が

高かった．

乳児群では，NPにおいて，低得点群と高得点群（p＜

０．０１），中得点群と高得点群（p＜０．０５）に有意差がみ

られた．FCでは，低得点群と高得点群（p＜０．０１），AC

では，低得点群と中得点群（p＜０．０５），低得点群と高

得点群に有意差（p＜０．０１）がみられた．NP，FCは低

得点群の得点が高く，反対に ACは高得点群の得点が高

くなった．

幼児群では，NPにおいて，低得点群と中得点群（p＜

０．０１），FCでは，低得点群と中得点群（p＜０．０５），低

得点群と高得点群に有意差（p＜０．０１）がみられた．AC

では，低得点群と中得点群（p＜０．０１），低得点群と高

得点群に有意差（p＜０．０１）がみられた．

幼児群でも乳児群と同様に NP，FCは低得点群の得

点が高く，反対に ACは高得点群の得点が高くなってい

た．

４．育児不安得点と基本的構えの関係

育児不安得点と基本的構えの関係について，２群毎に

�２検定を行った結果を図５に示す．

乳幼児全体では，自他肯定と自否・他肯（p＜０．０１），

自他肯定と自他否定（p＜０．００１），自肯・他否と自否・

他肯（p＜０．０５），自肯・他否と自他否定（p＜０．０１）で

有意差がみられた．乳幼児全体では，自他肯定の割合が

低得点群では高く，高得点群では低くなり，高得点群で

は自否・他肯，自他否定の割合が高くなる傾向がみられ

た．

乳児群では，自他肯定と自否・他肯（p＜０．０５），自

肯・他否と自他否定（p＜０．０５），自他肯定と自他否定

（p＜０．０１）の間に有意差がみられた．乳児群では，自

他肯定と自肯・他否の割合が低得点群では高く，高得点

図２．育児不安とエゴグラム（全体）

図３．育児不安とエゴグラム（乳児群）

図４．育児不安とエゴグラム（幼児群）
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表３．育児不安と自我状態
（点±SD）

CP NP A FC AC

平均得点±SD 平均得点±SD 平均得点±SD 平均得点±SD 平均得点±SD

乳

児

群

低得点群
（n＝２３）
中得点群
（n＝８９）
高得点群
（n＝２８）

１０．０±４．４

９．８±４．５

７．９±４．２

１５．０±４．１ ＊＊

１４．１±４．１

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

＊
１１．４±３．６

１０．３±４．９

８．７±４．１

７．８±３．９

１６．４±２．７

１３．７±４．２

�
�
�
�
�
�
�
�

＊＊

１１．４±５．１

６．１±４．０��
�
�
�

＊
８．７±４．３

�
�
�
�
�
�
�
�

＊＊

１１．０±５．０

幼

児

群

低得点群
（n＝１４）
中得点群
（n＝５８）
高得点群
（n＝１３）

９．８±３．９

７．７±３．５

８．４±３．３

１６．６±３．１��
�
�
�

＊＊
１２．９±３．７

１４．４±３．３

１０．８±４．１

９．０±４．１

９．２±４．２

１６．２±３．４��
�
�
�

＊
１２．７±４．３

�
�
�
�
�
�
�
�

＊＊

１０．９±３．４

５．０±３．３��
�
�
�

＊＊
９．６±４．０

�
�
�
�
�
�
�
�

＊＊

１０．１±５．５

全

体

低得点群
（n＝３２）
中得点群
（n＝１５６）
高得点群
（n＝３７）

１０．１±４．２

９．０±４．４

�
�
�
�
�
�
�
�

＊

７．６±３．１

１５．３±４．１

１３．６±４．０

�
�
�
�
�
�
�
�

＊

１２．６±３．４

１０．５±４．７

８．８±４．１

８．６±３．８

１６．４±２．９��
�
�
�

＊＊
１３．２±４．４

�
�
�
�
�
�
�
�

＊＊

１１．５±４．２

５．９±３．９��
�
�
�

＊＊
９．０±４．３

�
�
�
�
�
�
�
�

＊＊

１０．８±５．０

一元配置分散分析（Bonferroni法） ＊p＜０．０５ ＊＊p＜０．０１

図５ 育児不安と基本的構え
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群では自否・他肯，自他否定の割合が高くなる傾向がみ

られた．

幼児群では，自他肯定と自否・他肯（p＜０．０５）で有

意差がみられた．幼児群では，自他肯定の割合が低得点

群では高く，高得点群では，低い傾向がみられた．自否・

他肯では，低得点群の割合は低いが，高得点群では，半

数（５０％）を占めていた．

考 察

自我状態は，特に問題がない場合は，それなりにまと

まった機能をする．しかし，何か問題が起こると，自我

状態のなかで反応に変化がみられ，ある自我状態が強く

反応したり，反対にある自我状態の反応が低下したりす

ることがある．今回の結果では，乳幼児群ともに育児不

安の程度によって自我尺度の平均得点と自我状態のパ

ターン，そして基本的構えに有意差がみられた．

育児不安の高い母親の自我は，ACが有意に高い傾向

がみられた．ACが高いことは，他人によく思われたい

気持ちや依存心が強いといわれている．末松ら８）の研究

によると，AC優位の人は，①自分の判断で行動するこ

とが難しい，②自分に自信が持てず，結果を気にするあ

まり，何も行動が起こせなくなる，③外見はおとなしそ

うで，寡黙なため，精神エネルギーが低いように思われ

るが，内的にはかなり思い悩む，④消極的で自己主張で

きないため，自己実現が難しいとされている．これを育

児中の母親にあてはめると，育児に対して熱心になりす

ぎて，自分の出来ていないところを探したり，たくさん

の情報や他人の言うことに左右され，ますます育児不安

を増強させてしまうことにつながる．

育児不安の低い母親は，FCが高く，育児不安の高い

母親は FCが低得点群と比較し有意に低くなっている．

FCが低いことは自己主張ができない他者依存タイプと

いわれる．この状態では，他人の目を意識しすぎて自分

の自然な感情を必要以上に抑圧している．育児によって

自分の時間が持てず，育児に熱心になるあまり，自由に

遊ぶことも困難になり，ストレスを発散させる場面が減

少しているためであると考えられる．育児不安の高い母

親は FCが低く ACが高い状態であり，ストレスをため

やすい状況にあるため，育児不安得点が高くなったと考

えられる．

育児不安と自我パターンの関連では，全体的に育児不

安が高い母親は，それぞれの自我尺度のパーセンタイル

値が低く，ACのみが他の自我尺度よりも高い傾向がみ

られた．このことは，育児不安の高い母親は ACが行動

パターンの主役を担っており，育児という現象によって

ACに反応がかたより，他の自我エネルギーが使われて

いない状況である．このパターンは，心身症の人によく

みられるパターンでもある５）．育児不安の高い母親に

とって育児は精神的にも大きな影響を与えており，育児

不安として自覚される母親の自我状態には，ACが大き

く関与している．これらの結果から，育児不安と自我状

態とは関連があることを示しており，エゴグラムは，母

親の育児不安の状態を予測する手がかりになると考えら

れる．

基本的構えと育児不安の関連では，母親自身が自己を

肯定的にとらえることができる人の育児不安が低かった．

加藤ら９）が，育児を肯定的にとらえる人において低スト

レスを示した．と述べているように，自己を高く評価す

る人が，育児満足が高くなっている．そして，自分に自

信をもつことや肯定感を持つことは，育児中の母親に

とって重要なことである．今回の結果も，育児不安の低

い母親は，自他ともに肯定的にとらえる傾向がみられた

が，育児不安が高い母親の基本的構えは，自己否定的な

構えの占める割合が高くなる傾向がみられた．育児不安

の高い母親は，自己を否定的にとらえる傾向が強く，自

分の育児に自信がないと思いながら育児をしている状況

である．この状態では，劣等感や無気力感を伴いやすい

ため，子どもや家族との暖かい交流が保ちにくい状況に

あると考えられる．そして，育児不安の高い母親は，他

者否定の傾向も高く，他者との間での温かい人間関係が

保ちにくい状況でもある．自分自身だけでなく，他者も

受け入れることができない状況は，ますます育児不安を

増強させると考えられる．育児中の母親の基本的構えを

充分に考慮した上で，支援していく必要がある．たとえ

ば母親が，自他共に否定的な立場にいる時に，母親が支

援者を受け入れる準備ができていない状態で，支援者が

認知面を強化するような指導を行ったとしても，かえっ

て悪循環を引き起こしてしまいかねない．育児不安が強

い母親の基本的構えを知ることにより，母親の立場をま

ず理解して，母親の状況に応じた情緒的な支援や自己肯

定感を持たせるような支援を行っていく必要がある．

以上の結果から，育児不安と自我状態の間には関連が

みられ，育児不安の強い母親は，自分自身を肯定的にと

らえていないこと，自分に自信がないことが明らかに

なった．育児不安には，様々な要因が影響しているが，
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母親が自分自身をどのようにとらえているのかについて

も大きな要因と考えられる．今後，育児中の母親が自分

自身を肯定的にとらえることができ，母親が自分自身の

育児に自信がもてるような支援が必要である．

研究の限界および今後の課題

本研究は，限られた期間に限られた施設の母親を対象

に実施したこと，また，対象となる乳幼児の対象数や基

本的属性に差があることから，今回の結果を一般化する

には限界があり，一般化には充分な考慮が必要となる．

今後，児の発達段階が母親の育児不安や自我状態に与え

る影響についてさらに詳しく検討するために，縦断的に

追跡していくことが課題である．さらに，本研究では，

母親の育児不安に影響を与える夫の父親役割を実際にど

の程度，遂行しているかについてまでは問題にしていな

かった．親役割の遂行には家族全員を巻き込んだもので

ある限り，母親と子どもに関する変数を十分に考慮して，

夫を含めた家族についての研究も今後の課題としたい．

ま と め

今回の調査結果から，乳幼児をもつ母親の育児不安と

自我状態との関連について，以下の結果が得られた．

１．育児不安の強い母親は，ACが有意に高く，ACに

反応が偏り，他の自我が抑圧される傾向がみられた．

２．基本的構えでは，育児不安の強い母親は，自己を肯

定的にとらえられず，そして，他者に対しても否定的な

構えとなる傾向がみられ，自分に自信がないものと考え

られた．

以上のことから，育児支援には，母親が自分自身を肯

定的にとらえることができ，育児に自信が持てるような

支援が重要である．
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Childcare anxiety and ego states of mothers-comparison
between infancy and preschool childhood

Miya Yamashita
Department of Takamatsu Public Health Center, Kagawa, Japan

Abstract The purpose of the present study was to analyze mothers’ childcare anxiety and ego

states in different stages of child development and consider better childcare support including relief

from such anxiety. A questionnaire survey was conducted on 254 mothers of children and 225

returned valid answers. Findings are as follows. （1）Childcare anxiety of mothers with preschool

children (age of 1-6 years) was stronger than those of their infants (age of 0-11 months). （2）As to the

relation between childcare anxiety and ego states, mothers with strong anxiety had strong AC

(adapted child) energy, with predominance of AC and suppression of other ego states ; therefore,

they could not take themselves affirmatively and hence lost confidence in their-selves.

Accordingly, mothers need childcare support of the natures which are suitable for children’s

development, and assistance to recover self-confidence.

Key words : childcare anxiety, ego states, mother
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